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内山下地区 河川改修の概要
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■安全・安心な暮らしを確保する
１. 背景
戦後最大規模の洪水である昭和47年7月洪水が再び発生した場合には、流下断面の不足や堤防の高さ不足により
洪水を安全に流下させることができません。また、ひとたび堤防が決壊した場合には、大量のはん濫水が堤防の居住地
側へ流入することになります。

２. 目標
昭和47年7月洪水が再び発生しても、浸水被害の防止または軽減が図られます。

旭川（国管理区間）の地区分割

:国管理区間

洪水等による災害の発生の防止または軽減

目 標

内山下地区

山口県

広島県

島根県

岡山県

鳥取県

旭川水系

旭川

日本海

瀬戸内海



内山下地区 河川改修の概要
洪水等による災害の発生の防止または軽減

整 備 内 容

・内山下地区は築堤を行います。

河川の整備を実施する区間

河川の整備を実施する区間の位置図

内山下地区
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旭川水系河川整備計画について（参考）

旭川水系河川整備計画【国管理区間】は河川法にて
定められた手順に従い平成２５年３月に策定し、公
表している（法定計画である）。以降は本計画に
沿って河川工事を実施している。

河川法【抜粋】（河川整備計画）

第１６条の２ 河川管理者は、河川整備基本方針に沿っ
て計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当
該河川の整備に関する計画（以下「河川整備計画」とい
う。）を定めておかなければならない。

３ 河川管理者は、河川整備計画の案を作成しようとす
る場合において必要があると認めるときは、河川に関し
学識経験を有する者の意見を聴かなければならない。
→明日の旭川を語る会（有識者委員会）を６回開催
し、有識者から意見聴取を行った。

４ 河川管理者は、前項に規定する場合において必要が
あると認めるときは、公聴会の開催等関係住民の意見を
反映させるために必要な措置を講じなければならない。

５ 河川管理者は、河川整備計画を定めようとするとき
は、あらかじめ、政令で定めるところにより、関係都道府
県知事又は関係市町村長の意見を聴かなければならな
い。
→河川整備計画策定の各段階において岡山県知事、
岡山市長に説明を行い、意見聴取を行った。

６ 河川管理者は、河川整備計画を定めたときは、遅滞
なく、これを公表しなければならない。

（河川法第16条の5）

（河川法第16条の4）

（河川法第16条の3）
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内山下地区 現地の状況
現 況 堤 防 の 形 状

現況堤防の高さ・幅ともに不足している。

（堤防の高さ不足で、計画以上の出水時は越水が起きる。堤防の幅不足により、堤防の強度が不足。）

堤防の幅が３ｍ未満のため、河川管理・水防活動を行うための車両等の通行が困難。

特にNo18付近は、堤内側の地盤高さが計画高水位より約２ｍ以上低く、必要堤防断面も特に不足した箇所と
なっており洪水に対して危険な状態となっている。
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内山下地区 現地の状況
計 画 高 水 位 以 下 の 市 街 地 範 囲

対象区間周辺の堤防は、市街地の地盤高が一部を除き計画高水位より約１～３ｍ低い築堤区間となっている。
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内山下地区 現地の状況
現 況 堤 防 高 さ の 不 足 状 況

堤防高は、No16付近～No25付近の区間で不足し、最大約１.１ｍ不足している。
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平 面 図
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内山下地区 現地の状況
現 況 堤 防 幅 の 不 足 状 況

堤防の最も高い水平部分の幅は、必要幅が７ｍに対し改修全区間約３～５ｍと不足している。

8
10m8m6m4m2m0m

断 面 図
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内山下地区 河川改修の概要
洪水等による災害の発生の防止または軽減

河 川 改 修 の 効 果

河川改修後

旭川

岡山市街地

岡山駅

項 目 想定被害

浸 水 戸 数 869戸

浸 水 面 積 55ha

岡山市街地
岡山駅

×

計画降雨で想定される被害

河川改修前

事業効果（治水）

×

・計画降雨で想定される被害（浸水戸数869戸、浸水面積55ha）が、河川改修後には、解消される。

岡山駅

岡山城

岡山後楽園

市役所

岡山駅

岡山城

岡山後楽園

市役所

旭川

旭川旭川

浸水想定範囲
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昭和９年９月 室戸台風による洪水被害
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写真① 相生橋の流出 写真② 内山下地区浸水状況

旭川

旭川

百間川

写真③ 京橋地区洪水状況 写真④ 海吉地区洪水状況

出典：国土交通省 国土政策局 平成27年3月

砂川

百
間
川

浸 水 区 域 平 面 図

昭和9年9月浸水範囲

昭和47年7月浸水範囲

昭和9年9月破堤地点

児島湾

協議対象位置

1
2

3

4

旭川の主な水害

昭和４７年７月 梅雨前線豪雨による洪水被害

昭和９年９月 室戸台風による洪水の水位標識（岡山城）

約３m

岡山市松浦氏提供 岡山市松浦氏提供



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

現地状況について

11



内山下地区 現地の状況

改修区間は、下図に示すとおり旭川右岸8k200（相生橋）～8k500（岡山城本段付近）の約260ｍ区間である。

改 修 対 象 区 間

写真Ｂ 対岸からの改修区間上流

改修予定区間

図 改修予定区間平面図
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写真Ａ 対岸からの改修区間
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内山下地区 現地の状況
現 況 堤 防 の 土 地 境 界

河川改修区間

一級河川
旭川

内 堀

13

図 境界平面図

弓 櫓

下之段

岡山城本丸

土地境界について河川護岸（現況石積）は国（河川用地）内である。

当該箇所護岸は河川管理施設等構造物台帳に記載されている。また、河川管理者において点検・補修等の管理
を実施しており、河川管理施設（堤防護岸）であると認識。



内山下地区 現地の状況
現 況 石 積 み 護 岸 の 状 況

旭川に面した岡山城城郭の石垣は、下図に示す赤線の位置であった。平面図に
示す岡山城北部の区間①の石垣は、昭和13年に完了した河川改修工事によりほ
ぼ現状の形状となった。また、下流区間の平面図に示す区間②、③は、昭和48
年に完了した河川改修事業でほぼ現状の形状となった。区間②と③の間にある
弓櫓は、築城当時の石垣が現存している。

河川改修の履歴から旭川に面した城郭の石積みは、ほぼ全区間が河川改修で
築造または改築された近代石積みである。

図 岡山城城郭平面図

石 積 み 護 岸 築 造 の 変 遷
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内山下地区 現地の状況
現 況 石 積 み 護 岸 の 状 況

【護岸の構造】

改修区間の現況石積み護岸の構造は、写真15に示す坂路部の練り積み構造を除き空石積み構造である。また、空石積みには吸い出し防止対
策として目地モルタルが全区間設置されている。現況石積みの石材は、野面石と割石が混在している。

当該箇所護岸は河川管理施設等構造物台帳に記載され、河川管理者において点検・補修等の管理を実施中。

【護岸の状況】

河川管理者である国は除草・樹木伐採・補修を継続的に実施しており、河川管理施設（堤防護岸）であると認識。

石積みの健全度としては、樹木の根が入り、間詰めの欠落も多いため、早急に対策を実施しない場合は崩落の危険がある。

昭和９年の出水時には多くの箇所で破損し修復しており、同等の洪水で破損する可能性は大きい。

写真11（区間③） 割石空積み目地モルタル

石 積 み 護 岸 の 構 造

写真14 【弓櫓跡】野面空石積み目地モルタル

写真13（区間③） 割石空積み目地モルタル

写真15（区間②）【坂路部】
割石練り積み目地モルタル

写真12（区間③） 割石空積み目地モルタル

写真16（区間②）
割石空積み目地モルタル

15



内山下地区 現地の状況
現 況 石 積 み 護 岸 の 状 況

16

石 積 み 護 岸 の 構 造



内山下地区 現地の状況
現 況 石 積 み 護 岸 の 状 況

17

石 積 み 護 岸 の 構 造



内山下地区 現地の状況
現 況 石 積 み 護 岸 の 状 況

18

石 積 み 護 岸 の 構 造

内堀埋立地



内山下地区 現地の状況
現 況 石 積 み 護 岸 の 状 況

19

石 積 み 護 岸 の 構 造

相
生
橋



内山下地区 現地の状況
現 況 石 積 み 護 岸 の 状 況

20

弓 櫓

石 積 み 護 岸 の 構 造



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

堤防構造案について
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河川改修の基本方針に基づき、関係する地権者の意向を踏まえ実現可能な堤防の法線について以下の３ケースの検討を行った。

内山下地区 河川改修計画
改 修 計 画 の 基 本 方 針

当河川改修区間は、河川整備計画を基本方針として堤防の幅と高さの不足を解消することを目的として実施する。

堤 防 法 線

22



堤防法線比較検討第１案 平面図



堤防法線比較検討第１案 標準断面図
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石積み埋没

石積み埋没

第1案 標準横断面図 S=1:100

GH=3.63

NO.23



堤防法線比較検討第１案 整備後イメージ

旭川
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堤防法線比較検討第1案 整備後イメージ（川裏側）
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整 備 前

整 備 後



堤防法線比較検討第２案 平面図



堤防法線比較検討第２案 標準断面図
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第2案 標準横断面図 S=1:200

GH=3.63

NO.23

石積み影響なし

石積み影響なし



堤防法線比較検討第２案 整備後イメージ

旭川
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堤防法線比較検討第２案 整備後イメージ（川裏側）
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整 備 前

整 備 後



堤防法線比較検討第３案 平面図



堤防法線比較検討第３案 標準断面図
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堤防法線比較検討第３案 整備後イメージ

旭川
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内山下地区 河川改修計画 比較表
堤 防 法 線 比 較 検 討 表

34

第 1案 前出し案 第 2案 引き堤案 第 3案 完全前出し案 

概 要 
堤防法線は河川側に出し、既存石積みの河川側に護岸工を設置し
て盛土を行う。 

堤防法線は川側を既存石積みと合わせ、嵩上して堤内（岡山城）側

への盛土を行う。 

堤防法線は、既存石積を極力存置できるように河川側に設置して、
新規に堤防を築造する。既存石積と新設堤防の間が谷形状となる。 

比
較
表

流下能力 ○流下能力に影響なし（一部区間の掘削で対応可） ◎流下能力に影響なし 
×流下能力が大幅に不足。後楽園の掘削又は、対岸「さくらみち」の引き
堤により流量確保する必要がある。岡山市民の理解は得られにくい。 

岡山城側 
石積 

◎川側に堤防を出すため影響が無い。 ×堤内（岡山城内）盛土で、史跡整備箇所に影響が大きい。 ◎影響が無い。 

河川側 
石積 

×下流区間が現状を存置し、中流・上流区間が既存石積み前面に新規
護岸を設置して埋める計画である。 

◎現況石積みへの影響は無い。 
×既存石積みの嵩上げによる安定性確保の補強が必要。 

× 前後の区間より堤防が川側に飛び出し、対岸から城壁は見えなくな
る。 

堤防樹木 ◎堤防上の樹木を存置したまま川側に築堤のため、影響が無い。 ×石積み嵩上げ時に、川側樹木の伐採が必要。 ◎影響が無い。 

その他 
× 河川堤防と石積みの間の窪地排水のため樋門の設置が必要。 

× 新設堤防背面の V 字隙間へのゴミや投棄物の堆積が懸念される。 

経済性  111,000 千円（直接工事費）  28,000 千円（直接工事費） 321,000 千円（直接工事費） 

評 価 ◎   （＋４） ○  （＋１） ×  （０） 

注）メリット・デメリットに示す記号は、◎大変良い（＋２）、○良い（＋１）、×悪い（－１）を示す。



・河川改修（要望に応じ、石積レプリカ、櫓の復元）
・歩行性向上
・史跡の復元（済）
・史跡の案内看板

岡山市と国交省のにぎわい拠点作りの取り組み

内山下地区（協議箇所）

山口県

広島県

島根県

岡山県

鳥取県

旭川水系

旭川

日本海

瀬戸内海

・岡山市では、「笑顔あふれる中心市街地の創出」を目指して「水辺の回遊性の向上」、「水辺の魅力を活かし

たにぎわいの拠点創出」に取り組んでいる（平成２６年１１月、岡山市と国交省の連名で記者発表）
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